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〔論文審査の要旨〕 

 〇論文概要：  

 本 研 究 は ， 音 声 通 信 等 で 利 用 さ れ る 音 声 ス ペ ク ト ル 包 絡 情 報 の 深 層 学 習 に 基 づ く 圧

縮 符 号 化 に 関 す る も の で あ る ． 本 研 究 で は ， 従 来 の ベ ク ト ル 量 子 化 と 深 層 学 習 (VQ-

VAE 法 ） 手 法 に 対 し て ， ま ず ， MLP の 適 用 ・ サ ブ バ ン ド 化 ・ 予 測 器 適 用 に つ い て 実 験 に

よ り そ の 有 効 性 を 明 ら か に し た ． そ し て ， 主 題 の 敵 対 的 手 法 （ GAN） を 用 い た 圧 縮 符 号 化

と し て 3 手 法 （ VAEGAN implemented in VQ-VAE, VQ-VAE-EMGAN, VQ-VAE-

EMDEC） を 提 案 し ， VQ-VAE 法 と の 詳 細 な 比 較 実 験 に よ り そ の 有 効 性 を 示 し た ．   

 

  〇 研 究 業 績 ：   

   研 究 業 績 と し て は ， 論 文 誌 掲 載 （ 査 読 あ り ） １ 件 ， 国 際 会 議 発 表 論 文 （ 査 読 あ り ） 3

件 ， 国 際 会 議 発 表 (査 読 な し ) 1 件 で あ る ． ま た ， 国 際 会 議 発 表 に お け る 受 賞 1 件 が あ

る ． こ れ ら に よ り ， 論 文 博 士 (満 期 退 学 後 2 年 以 内 )の 業 績 条 件 を 満 た し て い る ．  

 

 〇 審 査 経 過 と 結 果 ：   

 2022 年 7 月 27 日 （ 水 ） 15:00～ 17:30 に ， 審 査 員 5 名 で オ ン ラ イ ン （ Zoom） 形 式 で 最

終 審 査 (公 聴 会 )を 実 施 し た ． 約 １ 時 間 の 研 究 発 表 ， １ 時 間 の 質 疑 応 答 の 後 ， 審 査 委 員 全

員 に よ る 評 価 シ ー ト （ ル ー ブ リ ッ ク ） で 評 価 を 実 施 し ， 全 員 一 致 に よ り 「 合 格 」 と 判 定 し た ．  

最 終 審 査 に お け る 主 な 指 摘 事 項 ・ コ メ ン ト は 以 下 の と お り で あ る ．   

・ 予 備 審 査 か ら １ 提 案 手 法 が 追 加 さ れ 納 得 の い く 結 果 と な っ て い る ．  

・ 予 備 審 査 で 指 摘 の ア ル ゴ リ ズ ム の 詳 細 記 述 に つ い て 修 正 さ れ て い る ．  

・ 論 文 に お い て 若 干 の 誤 記 等 と 数 値 の 導 出 に つ い て 確 認 が あ っ た ．  

 こ れ に つ い て は 修 正 を 博 士 論 文 最 終 提 出 版 に 反 映 さ せ る こ と と し て 了 解 さ れ た ．  

以 上  

 


